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福井県勝山市における第三次恐竜化石発掘調査報告（2007 年度）
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要　　旨

　福井県立恐竜博物館は , 2007 年より福井県勝山市北谷町の恐竜化石発掘現場で発掘調査を再開した．こ
の現場では過去 20 年間にわたり発掘調査が断続的に行われ，確認された骨化石含有層から多数の恐竜化
石が発見されている．恐竜としてはFukuiraptor やFukuisaurus などが報告されている．2007年の調査では，
その骨化石含有層より約 5 メートル上位に新たな骨化石含有層を発見し，発掘した．その結果，新しい骨
化石含有層から手取層群では初めての発見となる竜脚類の四肢骨や多数の小型の獣脚類化石などを採集す
ることができた．
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SHIBATA, Masateru and Michiharu GOTO （2008） Report of the 3rd Dinosaur Excavation Project in 
Katsuyama, Fukui, 2007.  Mem. Fukui Pref. Dinosaur Mus. 7：109-116.
   In 2007, Fukui Prefectural Dinosaur Museum restarted to excavate dinosaurs at the Kitadani Quarry in 
Katsuyama City, Fukui Prefecture, where dinosaur remains have been explored for more than 20 years. 
There was one bonebed recognized at the site and that bed has yielded many dinosaur bones, such as 
Fukuiraptor and Fukuisaurus. During the 2007 excavation, a new dinosaur bonebed was recognized at 
approximately 5 m above the old bonebed. The new bonebed has yielded a variety of dinosaur remains. 
As a result, the 3rd dinosaur excavation project in 2007 was succeeded in finding new bonebed and 
collecting new dinosaur material in the Tetori Group, such as sauropod limbs and small theropod remains.
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はじめに

　近年，我が国においては各地で恐竜化石が発見されるよ
うになり，特に北陸地域に分布する手取層群（ジュラ紀中
期から白亜紀前期）からは数多くの恐竜化石が発見されて
いる．
　1985 年（昭和 60 年），石川県白山市（旧白峰村）で肉
食恐竜の歯と恐竜の足跡化石が確認され，手取層群から恐
竜化石の産出が明らかになった（東・長谷川，1987；東ほ
か , 1987）．さらに，1988 年（昭和 63 年）には福井県勝
山市北谷町の杉山川左岸の露頭（現在の恐竜化石発掘調査
現場）で小型の獣脚類の歯が発見され，福井県の手取層群
からも恐竜化石の産出が明らかとなった（東ほか，1990）．
この発見により 1989 年（平成元年）から 5 カ年計画で第
一次恐竜化石調査が行われ，イグアノドン類や獣脚類の骨
化石，竜脚類の歯などの恐竜化石を含む骨化石含有層（以
下，骨化石含有層 I と呼ぶ）が確認され，さらに恐竜の
足跡化石も発見された（福井県立博物館恐竜化石調査団，
1991；東 , 1995）．1995 年（平成 7 年）から 1999 年（平成

11 年）にかけての第二次恐竜化石発掘調査では，獣脚類
の上腕骨やイグアノドン類の頭骨の一部などが発見され，
新属新種の獣脚類Fukuiraptor kitadaniensis （Azuma and 
Currie, 2000），鳥脚類Fukuisaurus tetoriensis （Kobayashi 
and Azuma, 2003）が記載，報告された．第三次恐竜化石
調査の予備調査として 2001 年（平成 13 年）には骨化石含
有層 I より下位の地層の発掘が行われ，足跡化石層の存在
が確認された（後藤ほか , 2002）．
　このような成果をうけて福井県立恐竜博物館は，2007
年（平成 19 年）から同発掘現場で第三次恐竜化石発掘調
査を開始した．2007 年の調査では新しく発見された骨化
石含有層（以下，骨化石含有層 II と呼ぶ）の発掘を行った．
その結果，従来の骨化石含有層 I からは発見されていない
竜脚類の上腕骨や大腿骨，さらに小型の獣脚類の骨化石を
発見した．
　本報告では 2007 年に行われた第三次恐竜化石発掘調査
の成果について報告する．

地質概説

　手取層群はジュラ紀中期から白亜紀前期の海成〜非海
成層であり，その相当層も含め福井，石川，富山，岐阜，
新潟，長野県に分布する（前田 , 1961 など）（Fig. 1A）．
手取層群の層序の対比についてはいくつかの異なる見解
が出されているが（大村 , 1973; 松川ほか , 2003 など），手
取層群の層序をまとめたKusuhashi et al. （2002）と同様に，
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本報告では前田（1961）の区分に従う．それによると手取
層群は下位から九頭竜亜層群，石徹白亜層群，赤岩亜層群
に区分され，調査地域の滝波川地域には赤岩亜層群が分布
している．赤岩亜層群は下位から大倉層，赤岩層，北谷層
に区分され，本調査地域には北谷層が露出している（Fig. 
1B）．なお，本報告では日本地質学会の地層命名指針（日
本地質学会 , 2001）に従い，これまで北谷砂岩頁岩凝灰岩
互層（前田 , 1958）や北谷互層（前田 , 1961）と呼ばれて
いた地層を北谷層とする．北谷層は主として細粒〜粗粒
砂岩と頁岩の互層からなり，凝灰岩を伴う層厚約 300 メー
トルの陸成層で下位の赤岩層とは整合関係にある（前田 , 
1958）．発掘現場周辺の北谷層から産出する化石は，淡水
生二枚貝 Plicatounio，Trigonioides，Nippononaia，巻貝
の Viviparus，植物化石では Podozamites などが知られ
ている（前田 , 1958, 1961；田村，1990；Isaji, 1993）．一
方，脊椎動物化石では魚類のウロコ（Azuma, 2003）やカ
メ類（平山，2002；Azuma, 2003），ワニ類（Kobayashi, 
1998； Azuma, 2003），哺乳類（Tsubamoto et al. 2004），
恐竜類（東・長谷川，1987；東ほか，1987；東，1995；
Azuma and Currie, 2000； 後 藤 ほ か，2002；Kobayashi 
and Azuma, 2003 など）が産出する．　
　本層の時代は，淡水生二枚貝の産出に基づいて白亜紀前
期のバレーム期後期からアプト期後期と考えられている

（Isaji, 1993）．また Kubota（2005）は，車軸藻化石が示唆
する本層の時代を主にバレーム期であると報告している．

発掘調査概要

　本調査は，2007 年度より 5 カ年計画（化石クリーニン
グ作業も含む）で行われる予定の第三次恐竜化石発掘調査
の 1 年目となる．第一次および二次発掘調査の発掘区域よ
り南東側（山側）へ約 10 メートル掘り進んだ区域を発掘
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した．
　2007 年度の調査期間や規模は以下の通りである．
　⑴　調査期間　　2007 年 7 月 14 日〜 8 月 31 日（49 日間）
　⑵　調査地　　　勝山市北谷町杉山大字 94 字土倉山　
　⑶　調査面積　　約 200 ㎡
　⑷　参加人数　　延べ　約 600 名　
　⑸　発掘化石点数　　脊椎動物化石　約 1200 点

調査区域の層序

　本調査地は杉山川左岸にあり，細粒〜中粒砂岩と砂質
シルト岩の互層を主とする北谷層が露出している（Fig. 
2A）．調査地の北谷層は主として赤褐色〜黒色シルト岩と
細粒砂岩の互層が優勢で，上方へ砂岩層が薄くなる傾向が
みられる (Fig. 2B)．また露頭上部は第四系と考えられる礫
岩によって不整合に覆われている（Fig. 2B）．
　今回発掘調査を行った骨化石含有層 II は，第一次・第
二次発掘調査および試掘調査で発掘をおこなった骨化石
含有層 I（後藤ほか , 2002）より約 5 メートル上位のシル
ト〜砂岩層である（Fig. 3A, B）．本報告では，岩相および
含有化石などの特徴を基に，便宜上，本層を下位から上位
へ a 〜 d に区分する (Fig. 3B)．岩相 a とその下位の骨化
石を含まない白色塊状中粒〜粗粒砂岩層との境界は明瞭
であるが，a 〜 d の各岩相境界は漸移的である．また，本
層は上方に細粒化する．各岩相の特徴については以下のと
おりである（Fig. 3B）．
　岩相 a：淘汰の悪い緑灰色〜暗灰色の細粒〜中粒砂岩．
基底部に比較的大きな竜脚類の骨化石を含む．また，炭化
した植物片を頻繁に含み，同定の困難な脊椎動物の骨化石
の破片なども他の岩相部に比べて多産する．
　岩相 b：淘汰の悪い緑灰色塊状細粒砂岩．保存状態の良
い離弁殻の二枚貝化石を稀に産する．同定の困難な骨化石

FIGURE 1. Geological map of the Tetori Group in Hokuriku Area （A） and in Katsuyama, Fukui （B）. （Modified from Miura et al., 1996）
1: Alluvial deposits, 2: Fan delta deposits, 3: Terrace deposits, 4: Glassy andesitic rocks, 5: Newer andesitic rocks, 6: Nohi Rhyolites, 7: Omichidani Formation, 8: 
Tetori Group, 9: Hida Metamorphic Rocks, 10: Kitadani Quarry, FPDM: Fukui Prefectural Dinosaur Museum
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の破片や恐竜の歯の化石，カメ類の甲羅など脊椎動物化石
を散点的に含む．
　岩相 c：淘汰の良い緑灰色シルト質細粒砂岩からなり，
巻貝や二枚貝化石を散点的に含む．しばしばスリッケンサ
イドが発達する．獣脚類の骨化石を産出する．

　岩相 d：淘汰の良い黒色泥質シルト岩で，巻貝や二枚貝
化石を稀に含む．

FIGURE 2. Panorama view of the Kitadani Quarry （A） and the sketch （B）. 
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FIGURE 3. Excavation area （A） and columnar section of the bonebed （B）. X-X’; columnar section
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FIGURE 4. Sauropod remains. A, three different teeth （left: lingual view, middle: distrolingual view, right: labial view）; B, proximal part of rib; C, femur in 
anterior view; D, humerus in posterior view; E, ulnae. Scale bars = 1 cm （A）, 10 cm （B-E）. Red line: outline of bone.
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FIGURE 5. Distribution of small theropod bones. A, photo; B, brief sketch; C, enlarged photo of phalanx （ph* in B）; D, enlarged photo of ungual （ung* in B）; 
mt, metatarsal; ph, phalanx; sc, sacrum; ung, ungual; Scale bars =10 cm （A, B）, 1 cm （C, D）.
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　採集標本

　発見時またはクリーニング作業により判別できた標本
を Table １に示す．
　脊椎動物化石は約 1200 点採集された．その多くは発掘
時点での判別ができなかったため，「Others（その他）」
とした．恐竜類では，竜脚類・獣脚類・鳥脚類の化石が発
見された．竜脚類の化石として，長さ約 80 〜 90 cm の上
腕骨や大腿骨，尺骨が 2 本，肋骨，歯など約 10 点（Fig. 4）
を採集した．獣脚類の化石として，長さが数 cm ほどの末
節骨や趾骨（Fig. 5），中足骨や仙椎など他の部位も多数確
認した（Fig. 5A, B）．その他では鳥脚類のものと考えら
れる歯が 2 点，恐竜以外の脊椎動物化石としては魚類のウ
ロコやワニ類の歯，カメ類の背甲など 100 点以上を採集し
た．

　主な化石の産出状況

　本調査で発見された化石の産状は，次のように大きく 3
つに分けることができる．

①竜脚類の産状

　岩相 a の基底部から産出した竜脚類の各々の骨化石は遊
離しているが，同一層準の比較的狭い範囲から産出するこ
とや重複する部位がないことから，同一個体に由来する可
能性が高い．発見された骨化石は，その長軸方向が層理面
に対しほぼ平行に産出し，大きく傾斜しているものはほと
んどない．保存状態は各々異なる．肋骨は、近位端の一
部のみが保存されているだけである（Fig. 4B）．上腕骨で
は，両骨端が良い状態で保存されている（Fig. 4D）．しか
し，大腿骨では近位端には破損がみられ骨頭は保存されて
おらず，遠位端も欠如している（Fig. 4C）．同様に，尺骨
も両骨端とも変形している（Fig. 4E）．全体的に骨幹部は
圧密によるものと思われる変形を被っているが摩耗の形
跡は認められない．

②小型の獣脚類の産状

　岩相 c では、産出した脊椎動物化石の多くは部分的かつ
散点的であるが，発見された小型の獣脚類は，関節した仙
椎や右足の各部位などが約 50 cm × 50 cm の狭い範囲に
集中している．例えば，4 本の中足骨（mt I 〜 mt IV）の
位置はお互いに近接しており，趾骨（ph）や末節骨（ung）
も中足骨付近に保存されている（Fig. 5A, B）．また，部位

が重複していないことを考慮すると，これらの骨化石が同
一個体に由来することはほぼ確実と考えられる（Fig. 5）．
骨化石には大きな変形は認められず，趾骨や末節骨，中足
骨などの骨端部は，極めて良好な保存状態である．（Fig. 
5C, D）．

③散在する脊椎動物化石

　骨化石の一部や歯化石，カメ類の甲羅などは岩相 d を
除く岩相 a 〜 c の骨化石含有層中に散在する．関節した状
態のものは発見されておらず，化石の大きさは数 cm から
十数 cm で，一部または大部分が破損した状態で産出する．

まとめ

　本調査では新しい骨化石含有層を発見し，そこから手取
層群では初めてとなる竜脚類の四肢骨や小型の獣脚類化
石などを発見した．竜脚類の骨化石は同一層準から産出
し，重複する部位がないことなどから同一個体に由来する
ものである可能性が高い．過去の発掘調査では竜脚類の
歯化石は多数発見されていたが，他の部位が未発見であっ
たため手取層群の竜脚類について詳細は不明であった．ま
た，小型の獣脚類化石については，同一個体に由来する骨
化石が密集して産出した．北谷層からこのような状態で恐
竜化石が産出したことは初めてである．このように本調査
で発見された竜脚類と獣脚類の化石は，北谷層の恐竜化石
に新たな情報をもたらすものであり，今後の詳細な研究が
期待される．
　また，骨化石含有層 II から発見された骨化石は，層
準により産状および保存状態に違いが見られることが分
かった．骨化石含有層 II の基底部では竜脚類の大型の骨
化石に骨端部の破損や恐らく圧密による変形がみられる．
一方，上部では小型の獣脚類化石が摩耗や変形を受けずに
産出した．これは，それらが埋積された過程の違いを示し
ている可能性があり，北谷層の脊椎動物化石のタフォノ
ミーや堆積環境を考える上で重要であると考えられる．
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